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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月6日(2010.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　痛風または偽痛風の治療に用いるための、ＩＬ－Ｉ、またはＮＡＬＰ３インフラマソー
ムによるその成熟を遮断する阻害剤を含んでなる、医薬組成物。
【請求項２】
　ＩＬ－Ｉが、ＩＬ－１αおよびＩＬ－１βからなる群から選択される、請求項１に記載
の医薬組成物。
【請求項３】
　ＮＡＬＰ３インフラマソームによるＩＬ－１の成熟を遮断する阻害剤が、ＮＡＬＰ３イ
ンフラマソーム形成の阻害剤およびＮＡＬＰ３インフラマソーム活性の阻害剤からなる群
から選択される、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　ＮＡＬＰ３インフラマソーム形成の阻害剤が、ＨＳＰ９０の阻害剤である、請求項３に
記載の医薬組成物。
【請求項５】
　ＨＳＰ９０の阻害剤が、ゲルダナマイシン、１７－ＡＡＧ（１７－（アリルアミノ）－
１７－デメトキシゲルダナマイシン）および１７－ＤＭＡＧ（１７－（ジメチルアミノエ
チルアミノ）－１７－デメトキシゲルダナマイシン）からなる群から選択される、請求項
４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　ＩＬ－１を遮断する阻害剤が、ＩＬ－１の活性を阻害する抗体から選択される、請求項
１または２に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　抗ＩＬ－１抗体が、モノクローナル抗体である、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　ＩＬ－１を遮断する阻害剤が、ＩＬ－１とその受容体（ＩＬ－１Ｒ　Ｉ型）との結合を
阻害する抗体から選択される、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　抗体が、抗ＩＬ－１ＲＩ抗体である、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　抗ＩＬ－１ＲＩ抗体が、モノクローナル抗体である、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　ＩＬ－１を遮断する阻害剤が、ＩＬ－１受容体アンタゴニスト（ＩＬ－１　Ｒａ）であ
る、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　ＩＬ－１Ｒａが、アナキンラである、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　ＩＬ－１、またはＮＡＬＰ３インフラマソームによるその成熟を遮断する阻害剤が、１
日１回、ＩＬ－１活性を阻害するのに十分な用量で投与される、請求項１～１２のいずれ
か一項に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　ＩＬ－１、またはＮＡＬＰ３インフラマソームによるその成熟を遮断する阻害剤が、１
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週間に１回、ＩＬ－１活性を阻害するのに十分な用量で投与される、請求項１～１２のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　ＩＬ－１、またはＮＡＬＰ３インフラマソームによるその成熟を遮断する阻害剤が、１
か月に１回、ＩＬ－１活性を阻害するのに十分な用量で投与される、請求項１～１２のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　アナキンラが、１日１回、１００ｍｇ／日の用量で１、２または３日間投与される、請
求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　ＩＬ－１、またはＮＡＬＰ３によるその成熟を遮断する阻害剤が、少なくとも１種の第
二の抗痛風化合物と併用される、請求項１～１６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　第二の抗痛風化合物が、コルヒチン、アロプリノールおよびウリカーゼからなる群から
選択される、請求項１７に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　ＩＬ－１、またはＮＡＬＰ３インフラマソームによるその成熟を遮断する阻害剤が、少
なくとも１種の抗炎症性化合物または組成物と併用される、請求項１～１８のいずれか一
項に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　抗炎症性化合物または組成物が、プレドニゾン、ベタメタゾン、デキサメタゾン、メチ
ルプレドニゾロン、プレドニゾロン、コルチバゾール、ヒドロコルチゾン、トリアムシノ
ロン、インドメタシン、スリンダック、チアプロフェン酸、アルミノプロフェン、ジクロ
フェナク、エトドラック、フルルビプロフェン、イブプロフェン、ケトプロフェン、ナブ
メトン、ナプロキセン、メロキシカム、ピロキシカム、テノキシカム、セレコキシブおよ
びレフェコキシブからなる群から選択される、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　炎症性障害の治療に用いるための、ＨＳＰ９０の阻害剤を含んでなる、医薬組成物。
【請求項２２】
　ＨＳＰ９０の阻害剤が、ゲルダナマイシン、１７－ＡＡＧ（１７－（アリルアミノ）－
１７－デメトキシゲルダナマイシン）および１７－ＤＭＡＧ（１７－（ジメチルアミノエ
チルアミノ）－１７－デメトキシゲルダナマイシン）からなる群から選択される、請求項
２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　炎症性障害が、痛風、偽痛風、マックル・ウェルズ症候群、遺伝性周期性発熱、家族性
地中海熱、家族性寒冷誘導自己炎症症候群、ブラウ症候群、関節リウマチ、変形性関節症
、全身型若年性特発性関節炎、乾癬、狼瘡、多発性硬化症、喘息、慢性閉塞性肺疾患、炎
症性腸疾患、クローン病、アテローム性動脈硬化症、アルツハイマー病、パーキンソン病
などの自己免疫および自己炎症性疾患からなる群から選択される、請求項２１または２２
に記載の医薬組成物。
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